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第１３編 水道・工業用水道編 

第３章 管 布 設 工 

 

3－4－3 埋戻工 

請負者は、管の埋戻しについて、設計図書、管路構造物標準図のほ

か、以下に留意して施工しなければならない。 

なお、本項に特に定めのない事項については、第３編3-3-3「作業土

工（床掘り･埋戻し）」、第９編1-3-3「管路土工」の規定による。 

1  埋戻しに使用する砂等は、設計図書による材料を使用し、ごみ、

泥、有機物等有害物を含まないものとする。なお、改良土、再生砂等

再生材を使用する場合は、性状や成分など品質を確認できる資料を提

出するものとする。 

2 設計図書により、埋戻しに砂が指定されている場合、表3-1に示す粒

度範囲のものを使用することとし、事前に資料を提出し、監督員の承

諾を得るものとする。 

 

表3-1 粒度範囲 

ふるいの呼び寸法(㎜) ふるい通過重量百分率(％) 

4.75 100 

2.36 50～100 

0.075 0～10 

 

3 埋戻しに使用する砕石・砂等は、運搬車両等から直接投入してはな

らない。 

4 埋戻しは、据付けた管及び他の地下埋設物に注意し、損傷を与えな

いよう慎重に施工しなければならない。 

5 埋戻しは、一層の仕上がり厚30cm以下とし、管の両側の埋戻し高さが

均等になるよう、タンパー等により十分に締め固めながら埋戻さなけれ

ばならない。また、管路その他構造物の側面及び下端に空隙が生じない

よう、入念に締め固めること。山砂を用いる場合には、管周りに十分回

り込むよう留意すること。 

6 道路部の埋戻しについて、路体部は、第３編1-5-3「路体盛土工」の

規定により一層の仕上がり厚30cm以下、路床部の場合は、第３編1-5-4

「路床盛土工」の規定により一層の仕上がり厚20cm以下で締め固めな
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ければならない。 

 

第４章 管製作接合工 

 

第５節 鋼管の現場溶接工  

4－5－4 直管及び異形管  

５塗覆装（工場塗装） 

(1)  内面塗装 

内面塗装は、以下によるものとし、種類は設計図書による。また、

塗装の厚さは0.3mm以上とする。ただし、人孔蓋（空気弁用人孔蓋）

については、内面塗装厚を0.6mm以上とする。 

ア JWWA K 135「水道用液状エポキシ樹脂塗料塗装方法」 

イ JWWA K 157「水道用無溶剤形エポキシ樹脂塗料塗装方法」 

 

 

第５章 弁類等設置工 

5－3－3 バタフライ弁 

バタフライ弁については、以下の規格によるものとし、種類は設計図

書によるものとする。 

1  鋳鉄製バタフライ弁 

(1) 呼び径1500までは、JWWA B 138「水道用バタフライ弁」の規格

及び同規格に準拠したものとする。主な種類は、表5-3のとおり。 

(2) 呼び径1600以上は、JWWA B 121「水道用大口径バタフライ弁」

の規格によるものとする。 

(3) 水流は正逆両方向で使用可能な構造とする。 

(4) 手動操作機の操作部は、ハンドル車及びキャップ（バルブキー

の操作可能）を付けたものとする。 

(5) 呼び径400以上は原則バルブ支持用の脚を設けるものとするが、

弁室構造により省略可能とする。 

 

表5-3 水道用バタフライ弁  

継手形式 種類（呼び圧力） 呼び径 

フランジ形 
２種（7.5Ｋ） 

３種（10Ｋ） 
200～1500 

ＧＸ形（両受口）※ ３種（10Ｋ） 300、400 

ＮＳ形（両受口）※ 
２種（7.5Ｋ） 

３種（10Ｋ） 
350～700 

 ※ＧＸ形及びＮＳ形（両受口）は、JWWA B 138準拠規格 
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製品規格及び仕様 

 
第１章 ＡＳＫ形鋼板製バタフライ弁 

 

第４節  構造、形状及び寸法 

1 弁の構造及び各部分の名称は、参考図のとおりとし、水圧は正逆両

方向に使用可能とする。 

2 弁の継手部は、鋼管と直接溶接できる開先構造とし、第４章管製作

接合工の規定により加工する。 

3 弁は、最高使用圧力の片圧時においても、円滑に開閉できるもの

で、各部は激しい開閉頻度にも耐えうる、強固で安全な構造とする。 

4 弁箱は必要に応じ水の溜まらない構造のリブを設けてもよい。 

 ただし、弁の継手部は溶接作業の支障となるため、端部より100㎜

以内にはリブを設けてはならない。 

5 全開時における弁体は、流水の方向と平行になるもので、流体抵抗

の少ないものとする。 

6 全閉時の弁体の角度は、水流の直角方向から測って15°以下とす

る。 

7 原則として弁支持用の脚を設けるが、弁室構造により省略できるも

のとする。 

8 弁には、安全で容易に運搬できるよう、つり金具を設けなければな

らない。 

9 弁棒は、キー、リーマーボルト、テーパーピンなどで、弁体に強固

に取り付けられていなければならない。 

10 弁棒は最大トルクに耐えられるのとし、最小径は原則として表２に

よる。 
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第４章 クローザー形伸縮管継手 

第４節 主要材料及び性能表 

 ２  フランジアダプター 
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